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組
合
員
の
皆
様
に
は
平
素
よ
り
当
組
合
の
活
動

に
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

世
界
的
に
猛
威
を
振
る
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
も
五
月
八
日
に
五
類
感
染
症
と
な
り
日
常
生

活
を
取
り
戻
す
中
、
去
る
六
月
二
十
三
日
に
第

四
十
七
回
通
常
総
代
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

四
年
ぶ
り
の
対
面
に
よ
る
総
代
会
を
ご
案
内
し
た

と
こ
ろ
総
代
の
皆
様
に
は
多
数
の
ご
出
席
を
賜
り

盛
大
に
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
重
ね
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る
世
界
情
勢
の
混
乱

は
、
私
た
ち
の
生
活
の
み
な
ら
ず
林
業
界
に
も
ま

た
大
変
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
令
和
二
年
度
の
中
国
地
方
は
ヒ
ノ
キ
を
中
心

に
木
材
の
需
要
縮
小
が
お
こ
り
原
木
価
格
が
下
が

り
ま
し
た
。
令
和
三
年
度
は
輸
入
材
の
調
達
困
難

に
よ
り
原
木
価
格
の
高
騰
、
い
わ
ゆ
る
ウ
ッ
ド

シ
ョ
ッ
ク
が
お
き
ま
し
た
。
令
和
四
年
度
は
木
材

製
品
の
過
剰
在
庫
、
資
材
高
騰
と
住
宅
着
工
数
の

減
少
に
よ
り
原
木
価
格
が
低
迷
致
し
ま
し
た
。
令

和
五
年
現
在
、
ヒ
ノ
キ
に
つ
い
て
は
令
和
二
年
度

よ
り
若
干
高
い
材
価
で
は
あ
り
ま
す
が
、
極
端
な

価
格
変
動
は
お
き
な
か
っ
た
ス
ギ
材
が
大
径
木
を

中
心
に
買
い
控
え
が
起
き
、
少
し
ず
つ
下
が
っ
て

き
て
い
ま
す
。
木
材
製
品
の
過
剰
在
庫
の
解
消
は

め
ど
が
つ
き
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
が
、
住
宅
着
工

数
の
回
復
が
見
込
め
な
い
中
、
原
木
価
格
の
低
迷

は
し
ば
ら
く
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

行
政
の
取
り
組
み
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
ひ
ろ

し
ま
の
森
づ
く
り
事
業
、
第
四
期
が
昨
年
令
和
四

年
度
よ
り
始
ま
り
令
和
八
年
度
ま
で
の
延
長
が

決
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
庄
原
市
全
体
の
予
算
額

と
し
て
約
一
億
五
千
万
円
、
う
ち
当
組
合
で
は

六
千
百
万
円
ほ
ど
事
業
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
ま

た
国
の
取
り
組
み
と
い
た
し
ま
し
て
令
和
元
年
よ

り
始
ま
っ
た
森
林
環
境
譲
与
税
も
、
昨
年
度
の
庄

原
市
へ
の
譲
与
額
は
一
億
四
千
万
円
と
な
り
、
来

年
度
に
は
さ
ら
に
増
額
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
研
究
・
整
備
機
構

（
旧
呼
び
名
で
い
う
と
こ
ろ
の
公
団
造
林
）
に
つ

い
て
も
予
算
額
と
し
て
は
横
ば
い
で
す
が
当
組
合

へ
は
よ
り
積
極
的
な
取
り
組
み
を
期
待
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
公
か
ら
の
需
要
は
強
ま
っ

て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
人
口
減
少
が
進
む

庄
原
市
に
お
い
て
、
林
業
へ
の
期
待
は
年
々
大
き

く
な
っ
て
き
て
お
り
、
そ
の
中
で
我
々
森
林
組
合

が
果
た
す
べ
き
役
割
は
よ
り
重
要
性
を
増
し
て
き

て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
解
決
す
べ
き
課
題

に
ひ
と
つ
ず
つ
取
り
組
み
、
組
合
員
の
皆
様
の
負

託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
引
き
続
き
当
組
合
の
事
業

活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
組
合
員
の
皆
様
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
祈
念
し
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

森林組合の概要
１．組合員数及び出資金
　正組合員数／4,923名
　出　資　金／96,219,900円

１．役職員、総代、参与員
　理　　事／11名
　監　　事／4名
　総　　代／205名
　参 与 員／345名
　職　　員／12名
　臨時職員／3名
　技 術 員／18名

ご
あ
い
さ
つ

代表理事組合長
八谷　恭介
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第
一
号
議
案　

�

令
和
四
年
度
事
業
報
告
書
、
貸

借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
剰

余
金
処
分
案
、
注
記
表
及
び
附

属
明
細
書
の
承
認
に
つ
い
て

　
　

（
原
案
）
別
紙
の
と
お
り

第
二
号
議
案　

�
令
和
五
年
度
事
業
計
画
並
び
に

損
益
計
画
案
承
認
に
つ
い
て

　
　

（
原
案
）
別
紙
の
と
お
り

第
三
号
議
案　

�

令
和
五
年
度
借
入
金
最
高
限
度

額
承
認
に
つ
い
て

　
　

（
原
案
）�

借
入
金
の
最
高
限
度
額
は

５
千
万
円
と
す
る
。

�

（
転
貸
資
金
を
含
む
）

第
四
号
議
案　

�

令
和
五
年
度
余
裕
金
預
入
先
金

融
機
関
決
定
に
つ
い
て

　
　

（
原
案
）�

ひ
ろ
し
ま
農
業
協
同
組
合
（
庄

原
支
店
、
口
和
支
店
、
高
野
支

店
、
比
和
支
店
）

　
　
　
　
　
　

�

広
島
み
ど
り
信
用
金
庫
本
店

（
高
野
支
店
、
比
和
支
店
）

　
　
　
　
　
　

�

広
島
銀
行
庄
原
支
店
、
農
林
中

央
金
庫
岡
山
支
店
と
す
る
。

第
五
号
議
案　

�

令
和
五
年
度
各
種
手
数
料
承
認

に
つ
い
て

　
　

（
原
案
）�

別
紙
手
数
料
規
約
案
の
と
お
り

と
す
る
。

第
六
号
議
案　

�

令
和
五
年
度
役
員
報
酬
額
決
定

に
つ
い
て

　
　

（
原
案
）（
一
）�理
事
報
酬
は
、
一
一
、
四

一
〇
千
円
以
内
と
し
、
各

理
事
の
額
は
理
事
会
に
一

任
す
る
。

　
　
　
　
　
　
（
二
）�監
事
報
酬
は
、
一
、
五
七

〇
千
円
以
内
と
し
、
各
監

事
の
額
は
監
事
会
に
一
任

す
る
。

　
　
　
　
　
　

�

役
員
報
酬
の
支
給
方
法
に
つ
い

て
は
理
事
会
に
一
任
す
る
。

第
七
号
議
案　

�

森
林
整
備
事
業
、
治
山
事
業
、

国
土
交
通
省
の
事
業
等
の
実
施

に
つ
い
て

　
　

（
原
案
）�

一
般
財
団
法
人
広
島
県
森
林
整

備
・
農
業
振
興
財
団
、
国
有

林
、
組
合
員
及
び
会
社
等
の
造

林
、
保
育
、
森
林
整
備
の
事
業

を
請
負
、
受
託
に
よ
り
行
う
。

第
八
号
議
案　

�

国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
研

究
・
整
備
機
構
と
の
分
収
造
林

契
約
承
認
に
つ
い
て

　
　

（
原
案
）�

国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
研
究

･

整
備
機
構
の
費
用
全
額
負
担

で
あ
る
三
者
契
約
の
森
林
組
合

は
造
林
者
と
な
る
。
契
約
に
つ

い
て
は
、
理
事
会
に
一
任
す

る
。

第
九
号
議
案　

規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

（
原
案
）
別
紙
の
と
お
り

　

本
日
の
決
議
事
項
中
、
権
利
義
務
に
関
し
な

い
軽
微
事
項
の
修
正
並
び
に
違
算
、
誤
字
の
訂

正
及
び
そ
の
他
の
行
政
庁
の
処
分
又
は
こ
れ
に

基
づ
く
指
示
に
よ
る
場
合
に
、
必
要
な
字
句
の

修
正
を
理
事
会
に
一
任
す
る
。

 

提
出
議
案

附
帯
決
議

第47回通常総代会を開催

　備北森林組合第47回通常総代会を6月23日庄原市ふれあいセンター（コパリホール）で開催しました。
　当日は総代定数205名のうち180名（本人出席58名・書面議決書提出118名・委任状4名）の出席で開
かれました。
　本年度は新型コロナの感染拡大防止の為、来賓への案内は行なわず短時間で開催しました。組合長の挨
拶に引き続き口和町永田の川上祐司総代が議長に選任され議事に入りました。
　総代会に提出した第1号議案から第9号議案が慎重に審議され、すべて原案通り可決承認されました。

監査報告を行う
大江　代表監事

議長を務められた
川上　祐司 総代
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■損益計算書　　� （単位：千円）
収 益 443,967
費 用 320,420
事 業 総 利 益 123,547
事 業 管 理 費 101,141
事 業 利 益 22,406
事 業 外 損 益 2,520
経 常 利 益 24,926
特 別 損 益 0
税 引 前 当 期 純 利 益 24,926
法 人 ・ 住 民 税 1,138
当 期 剰 余 金 23,788
前 期 繰 越 剰 余 金 15,021
当 期 未 処 分 剰 余 金 38,809

■事業管理費内訳� （単位：千円）
人 件 費 73,238
旅 費 交 通 費 728
事 務 費 2,116
業 務 費 4,365
諸 税 負 担 金 14,193
施 設 費 6,051
雑 費 450

計 101,141

� （単位：千円）
当期未処分剰余金� 38,809
　剰余金処分額� 26,676

法定準備金� 4,800
機械導入積立金� 7,000
車両導入積立金� 3,000
事務所修繕積立金� 8,000
出資配当金３パーセント� 2,876
任意積立金� 1,000

次期繰越剰余金� 12,133

令和４年度　剰余金処分案

令和４年度　決算状況
■貸借対照表� （単位：千円）

資　産　の　部 負　債　の　部
流　動　資　産 流　動　負　債

現金・預金•受取手形 403,026 受 託 販 売 預 り 金 494
売 掛 金 24,800 受 託 林 産 預 り 金 18,350
未 収 金 97,942 購 買、 買 掛 金 1,570
未 収 消 費 税 1,618 修 理 費 買 掛 金 7
棚 卸 資 産 10,601 未払金(事業、一般) 62,549
立 替 金 30,179 未払法人税、消費税 1,138
仮 払 金 1,950 預 り 金 4,259
長期繰延税金資産 0 賞 与 引 当 金 11,124

仮 受 金 5,943
計 570,116 計 105,434
固　定　資　産 固　定　負　債

有 形 固 定 資 産 33,091 日本政策金融公庫貸付金他 0
無 形 固 定 資 産 4,183 退任、退職引当金 20,056
外 部 出 資 24,145 計 20,056
役職員に対する債権 360 資　本　の　部
日本政策金融公庫貸付金他 0 出 資 金 96,220
繰 延 資 産 946 法 定 準 備 金 176,331

計 62,725 任 意 積 立 金 169,000
機 械 導 入 積 立 金 20,000
車 両 導 入 積 立 金 5,000
資 本 準 備 金 1,991
当 期 剰 余 金 23,788
前 期 繰 越 剰 余 金 15,021

計 507,351
資　産　合　計 632,841 負債純資本合計 632,841

■事業別取扱高� （単位：千円）
項　　　目 収　益 費　用

指導
部門

指 導 情 報 費 850 1,909
経 営 案 作 成 費 0 0

計 850 1,909
販売加工

部門
販 売 • 加 工 事 業 97,774 70,124

計 97,774 70,124

森林整備
部門

森 林 整 備 事 業 171,348 113,631
治  山  事  業 0 0
土  木  事  業 51,217 47,214
造 林 事 業 手 数 料 3,413 385

計 225,978 161,230

利用
部門

調  査  事  業 7,446 211
病 害 虫 防 除 事 業 837 365
環 境 整 備 事 業 54,389 37,090
利  用  事  業 35,927 32,687
緑 の 雇 用 事 業 5,512 5,581
森林整備補助金取扱手数料他 2,115 0
証 明 手 数 料 2 0

計 106,228 75,934
購買
部門

購  買  事  業 13,118 11,223
計 13,118 11,223

金融
部門

金  融  事  業 19 0
計 19 0

合　　計 443,967 320,420
※受託林産、販売取扱高
※受託森林整備取扱高

25,674千円
40,045千円

事業総取扱高 509,686千円
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今
や
原
木
価
格
の
動
向
は
世
界
情
勢
に
左
右
さ
れ
て
お
り
北
米
及
び
欧
州

を
は
じ
め
と
す
る
外
材
産
出
国
の
経
済
状
況
と
為
替
レ
ー
ト
に
よ
る
と
こ
ろ

が
大
き
く
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
な
ど
の
影
響
も
あ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
落
ち
着
い
た
状
況
に
入
っ
て
も
先
の
見
通
せ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
国
内
状
況
を
見
る
と
物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
一
般
住
宅
建
築
棟
数
の

減
少
が
続
き
、
資
材
メ
ー
カ
ー
の
在
庫
調
整
が
継
続
さ
れ
、
原
木
木
材
需
要

が
冷
え
込
み
、
こ
れ
に
よ
り
財
価
の
低
迷
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
、
空
き
家
増
加
な
ど
川
下
の
木
材
業
界
の
環
境
は
一
層
厳
し
さ

を
増
し
て
お
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
川
上
側
の
人
工
林
の
多
く
は
成
熟
し
、

伐
期
を
迎
え
た
山
や
収
入
間
伐
で
き
る
山
な
ど
積
極
的
な
伐
採
が
必
要
と
な

る
中
、
山
林
所
有
者
の
経
済
的
関
心
も
薄
れ
森
林
を
ど
の
よ
う
に
管
理
運
営

し
て
い
く
の
か
分
岐
点
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
我
々
森
林
組
合
は
、
地
域

の
宝
で
あ
る
豊
か
な
自
然
と
森
林
資
源
そ
し
て
組
合
員
各
位
の
財
産
を
次
世

代
に
つ
な
い
で
い
く
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

皆
様
の
負
託
に
お
応
え
で
き
る
組
織
で
あ
り
続
け
る
た
め
、
生
産
性
の
高
い

事
業
活
動
を
目
指
し
て
業
務
内
容
を
見
直
し
、
さ
ら
に
多
く
の
事
業
に
取
り

組
め
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●�

こ
れ
ま
で
同
様
安
全
へ
の
取
り
組
み
に
努
め
職
場
環
境
の
改
善
を
継
続
す
る

●
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
生
産
性
の
向
上
を
目
指
す

●�

組
合
員
の
皆
様
へ
の
山
林
経
営
・
山
林
管
理
方
法
等
の
情
報
発
信
へ
の
取

り
組
み

　

以
上
を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
継
続
的
な
改
善
を
図
り
組
合
員
の
皆

様
の
経
済
的
社
会
的
地
位
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
本
年
も
組
合
員

各
位
、
関
係
機
関
各
位
の
ご
理
解
ご
協
力
の
も
と
、
役
職
員
一
丸
と
な
り
事

業
目
標
の
達
成
、
組
織
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
賜

り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　令和５年６月23日開催の第47回通常総代
会で承認されました、出資金に対し３パー
セントを指定された金融機関口座に振込み
ます。（源泉徴収税20.42パーセントを引い
て支払いします）但し、出資配当金100円
未満については５年間預ります。

出資配当金振込のお知らせ

令和５年度計画 損益計算
■部門別損益計画� （単位：千円）
部　　門 費　用 収　益 損　益

指 導 780 0 ▲ 780
販 売 75,590 102,220 26,630
加 工 80 160 80
購 買 3,650 4,550 900
森 林 造 成 166,730 228,530 61,800
利 用 83,050 117,130 34,080
金 融 0 0 0
合 計 329,880 452,590 122,710

受託事業取扱高（森林整備・林産）� 86,800千円
事業総取扱高� 539,390千円

■損益計画� （単位：千円）
科　　　目 小　計 合　計

1．事　業　総　損　益
　1．収　　　　　　　益 452,590
　2．費　　　　　　　用 329,880

事 業 総 利 益 122,710
2．事　業　管　理　費

事 業 管 理 費 計 110,293
事 業 利 益 12,417

3．事　業　外　損　益
　1．事　業　外　収　益 560
　2．事　業　外　費　用 100

事 業 外 損 益 460
経 常 利 益 12,877

4．特 　 別 　 損 　 益
　1．特　  別　  利　  益 0
　2．特　  別　  損　  失 10

特 別 損 益 ▲ 10
税引前当期純利益 12,867
法人税及び住民税額 3,281
当 期 剰 余 金 9,586
前 期 繰 越 剰 余 金 12,133
当期未処分剰余金 21,719

令
和
５
年
度
事
業
計
画

総
　
括
運
営
の
基
本
方
針
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新人紹介

　今年5月に技術員として採用して頂き
ました谷山愛美です。
　林業は未経験なので正直不安でしたが、
先輩方にご指導頂き技術の向上に楽しみ
を覚え、今では林業を続けていく事に自
信が持てました。
　まずは造林班の一員として役割を果た
せるよう日々精進していきたいと思って
おりますので、よろしくお願い致します。

　１月から総務課にて臨時職員として勤
務させていただいている土井裕加です。
　森林組合という組織がどのような活動
を行っているのかを知るところからのス
タートでした。現状分からないことや拙
い点が多くありますが、林業に携わるた
めの知識を身につけ組合員様のお役に立
てるよう頑張ります。
　よろしくお願いいたします。

　今年2月に職員として採用していただ
きました福場史夏です。業務課で事務を
しています。
　林業に関する仕事は初めてで分からな
い事も多く戸惑う事ばかりですが、これ
から地域の事や林業について学んでいき、
組合員さんのお役に立てるよう頑張りま
すのでよろしくお願いいたします。

　今年６月に職員として採用していただ
きました橋口理江です。総務課で事務を
しています。
　林業に携わるのは初めてなので慣れな
い事もありますが、早く仕事を覚えて、
組合員の皆さまのお役に立てるよう頑張
ります。よろしくお願いいたします。

技
術
員
募
集

備北森林組合組織 （令和5年9月1日現在）
総代会

理事会 監事会代表理事組合長　八谷　恭介

当分の間、下記の営業となります。
大変ご迷惑をおかけしますが、よろしくお願いいたします。
＊口和支所営業日　火曜日、水曜日（午前中）、木曜日、金曜日（午前中）
＊高野支所営業日　火曜日、木曜日
＊比和支所営業日　月曜日（午前中）、水曜日、金曜日（午前中）

対　象　者：地元の森林を共に守ってくれる人
業 務 内 容：森林の伐採・育林・林業機械等の作業
募 集 人 員：若干名
必要な資格：普通自動車免許（ＡＴ限定不可）
　　　　　　経験者は優遇します
※ 興味のある方は就労前体験が出来ますのでお気軽にご連絡

ください。

人事異動のご紹介（旧職名）� 令和５年４月１日　�
総務課　課長補佐　　飯島　晴二（業務課　係長）
業務課　課長補佐　　滝本　賢三（業務課　係長）
業務課　専門員　　　梶川　和彦（業務課　課長補佐）
業務課　係長　　　　山本　梨恵（業務課　主任）

お世話になりました　退　職� 令和５年３月31日付�
定年退職　総務課　係長　　小野　好江さん（勤続29年10ヶ月）
長期に渡ってご尽力いただきありがとうございました。

業務課　技術員
谷
山　

愛
美

田
中　

修
二

伊
藤　
　

昇

増
本　

健
斗

伊
藤　

由
祥

國
光　

謙
壯

田
中　

秀
身

大
坂　

雄
一

前
田　

直
人

大
迫　

勝
治

倉
林　

信
義

前
田　
　

仁

寸
為
雄
一
郎

津
田　
　

守

前
田　
　

豊

堀
江　

秀
国

前
田　

成
人

藤
原　

祐
博

業務課
書

記

技

師

主

任

主

任

係

長

専
門
員

課
長
補
佐

課

長
福
場　

史
夏

平
川　
　

尚

森
沖　

裕
治

井
上　

智
広

山
本　

梨
恵

梶
川　

和
彦

滝
本　

賢
三

積
山　

武
司

総務課
比
和
支
所

高
野
支
所

口
和
支
所

臨

時

書

記

専
門
員

課
長
補
佐

平
尾
久
美
恵

平
尾
久
美
恵

家
島
佳
代
子

土
井　

裕
加

橋
口　

理
江

八
谷　

信
子

飯
島　

晴
二

谷山　愛美

土井　裕加

福場　史夏

橋口　理江

参事　石田　悦二

　福場史夏さん　 土井裕加さん　福場史夏さん　 土井裕加さん
　　　　 谷山愛美さん　 橋口理江さん　　　　 谷山愛美さん　 橋口理江さん

おめでとうございます
　令和４年度秋の叙勲
において、前組合長 藤原
澄人様が林業振興功労
者として旭日単光章を受
章されました。心よりお祝
い申し上げます。
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補助の対象者等
　特定間伐等促進計画、森林経営計画の認定を受けて
いること。

※森林経営計画は施業前、中、後の写真が必要となりま
すので、事前に連絡して下さい。連絡のない場合、補助
対象とならない場合があります。

事業規模等
　一施業地の面積が0.1ha以上であることが事業規模
の要件となります。
　ただし、人工造林については、１回の申請において、
集約化した施業地の合計が概ね５ha以上必要で、搬
出間伐においては、伐採木の搬出材積の合計を当該施

業地面積の合計で除して得た値が、１haあたり10立
方メートル以上であることが要件となります。
その他補助要件
　保育間伐については、造林木の伐採率が20％以上な
いと補助対象となりません。
　また、原則として過去５年以内に同一施業地において補
助事業による施業を実施していない場合に補助対象となり
ます。
　※ 表①は、森林環境保全直接支援事業で実施できる作業

区分や補助対象となる林齢を示しています。
　（除伐・枝打・保育間伐については、補助対象にならな
い場合があります。）

表①　作業区分と対象林齢
作業区分 対象林齢 採択要件 その他要件

人工造林 伐採木が
40年生以上

人工林の伐跡
5.00ha以上のまとまりがある

苗木の確保が必要なため、出来れば前年
度に相談して下さい。

下　　刈 1～10年生 5～10年生は事前検査が必要
雪　　起 1～15年生 30％以上の倒木起

枝　　打 11～30年生 1haあたり500本以上の枝打 枝打ちの補助金は年度によって出ない事
があるので必ず事前に相談して下さい。

除　　伐 11～25年生 林内の不要・不良木の伐採 一度補助を受けて次に除伐する場合は、
5年以上間をあけること

保育間伐 11～60年生 20％以上の造林木を伐採 〃
間　　伐 　 ～60年生 1haあたり10㎥以上の間伐材搬出

ご不明な点が
ございましたら
お気軽に

ご相談下さい。
備北森林組合業務課

電話番号
(0824)

72-5561

森林環境保全直接支援事業（造林補助金）について

　当組合では、概ね35年以上のまとまった山林で補助金を活用し、皆伐前に間伐を行い、間伐材を売って山
林所有者に利益還元しています。
　ご希望の方、または興味がおありの方は、森林施業プランナ－が相談を受けますので、ご連絡をお待ちし
ております。
　尚、条件によっては事業をお受けできない事がありますので、ご承知おきください。

スギ・ヒノキの植林地で皆伐までに、間伐材を売って現金にしませんか！
皆伐前の利用間伐地の募集について（間伐材の現金化）

利用間伐　～作業システム～

❺搬出作業 ❻搬出土場 ❼運搬作業 ❽間伐完了

❶作業路解説 ❷伐倒作業 ❸木寄作業 ❹造材作業

今後、年月が経過しても測量データを元に現地を再現することが出来ますので、組合員さんの山を特定する事が
可能になります。主な対象事業は7頁～9頁に記載してありますので、お気軽にご相談ください。
 ※境界を確定するものではありません　

～組合に施業を依頼していただくと簡易GPSの測量データが残ります～～組合に施業を依頼していただくと簡易GPSの測量データが残ります～



庄原市森づくり事業・令和6年度施業地を受付中!!庄原市森づくり事業・令和6年度施業地を受付中!!

　市内の森林におけるスギ・ヒノキのうち、過去15年間に一度も森林整備（手入れ）が行われていない森
林を整備する費用を助成します。
①間伐（16～60年生）
②針葉樹と広葉樹の混交林へ誘導するための伐採
　●実施要件：山の傾斜が急（20度以上）で、民家などに近い（250メートル未満）人工林
　●所有者負担金として、１ヘクタール当たり１万円が必要です。
　●森林所有者は、整備事業実施に関する10年間の協定書を、市と事業実施主体と締結する必要があります。
③台風や大雪による被害木の片付け（21年生以上の山が対象で、二次災害の防止）

　手入れが不十分な里山林（天然林など）の景観保全、防災・減災、鳥獣対策などを目的とした森林整備を
実施します。

▼環境貢献林整備事業（人工林対策）

▼里山林整備事業

問合せ・申し込みは当組合まで

令和５年９月29日� （8）森　林　組　合　情　報

分収造林とは （山主さんの山林を一定期間国に預け、造林し皆伐代金を分収する事）
①土地所有者は土地を提供し施業に係る費用の負担はありません。②備北森林組合は森林の施業を実行し
ます。③森林研究・整備機構は森林施業の費用負担・施業の決定等を行います。この三者間で分収造林契
約を締結し、契約満了時には皆伐収入を分収します。また、現在は皆伐までに間伐材を販売し売上代金を
分収しています。
概略の契約条件 （＊2）

○契約面積は5.00ha以上の雑木や人工林
の伐採跡地（スギ・ヒノキの伐採跡地
は条件があります）

○植栽木は、スギ又はヒノキ
○水源保安林等の指定地。（未指定地は条

件が整えば組合が県に申請できます）

収入の分収率については
　土地所有者が40％です。森林研究・整備機構が50％です。備北森林組合が10％です。
　　（＊1）：国立研究開発法人　森林研究・整備機構　森林整備センター
　　（＊2）：くわしい契約条件等については、備北森林組合にお問い合わせください。

＊条件によっては、契約できない事がありますので、予めご承知下さい。

植栽から保育・皆伐に至るまで、契約者間で役割分担
②造林者

［持分10％］（造林の実行等）
①造林地所有者

［持分40％］（土地の提供）

③森林研究・整備機構［持分50％］
奥地での適切な森林の造成整備、針広混交林への誘導等に向けた管理経営を主導

・費用負担　・森林調査　・施業の決定
・造林者への技術指導　・契約の締結、管理〔 〕

（山主さんの山林を国と森林組合で分収造林契約をして管理します）

森林研究・整備機構の分収造林の募集について!!森林研究・整備機構の分収造林の募集について!!
（＊１）（＊１）

皆伐地と再造林の募集について

再造林から新植（ヒノキ）1年目の下刈施業後の状況再造林から新植（ヒノキ）1年目の下刈施業後の状況

　人工林で伐期を迎えた山林を皆伐し現金にしませんか。
　（伐採跡地の再造林を推進しています！）
　これから人工林の皆伐を予定されている方は、皆伐前に事前に組
合にご相談して頂ければ、伐採後の再造林に国・県・市の補助金と
ひろしま北部森林再生協議会の助成制度を利用して、森林所有者
の実費負担がなくなる可能性があります。
　皆伐をお考えの方は、是非この機会にご相談下さい。
　組合は、森林資源の循環の為、伐期を迎えた人工林を皆伐（現金
化）し、植林～育林そして次世代に繋げる活動に取組んでいます。
　組合員の皆さんのご連絡をお待ちしております。
　尚、条件によっては事業が出来ない場合があります。又、現場によ
っては伐採出来ない事がありますので、ご承知おきください。
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安心１　森林保険とは
●森林所有者の方が山の災害に備える事の出来る唯一の

保険です。
●ご加入いただける森林は人工林（スギ・ヒノキ・広葉樹

等）で、樹種や林齢、面積などは制限はありません。
●森林の所有者であるなしに関わらず、個人、法人誰でも

申し込みでき、保険契約者になれます。ご家族など他の
人のために契約をすることもできます。

　ただし、被保険者は森林の所有者に限られます。
　※森林組合が森林所有者に代わって、ご加入の申し込み

ができます。

お申し込みは森林組合でお受けしております。手続は簡単
です。
必要であれば、森林の所在地、樹種、林齢、面積等をお知
らせ頂ければ見積書を作成させていただきます。

安心２　補償する自然災害とは？
次の８つの災害が対象となりますが、病虫害・獣
害・地震などは対象となりません。

補助制度を活用して、再造林を進めましょう！
～庄原市の補助制度が拡充されました～

【市補助金の趣旨】
　植栽から木材生産までの数十年にわたる保育期間における
森林所有者の費用負担を低減し、一層の再造林を推進するた
め、令和５年度から市の補助制度が拡充されました。
【補助制度の内容】
　森林所有者の費用負担を事業費の5％まで軽減することをめ
ざした補助制度です。
※国の造林事業（森林環境保全整備事業）に市が上乗せで補助金を
交付します。
　令和5年度から、植栽に加えて、下刈り、枝打ち、除伐、保育間
伐が補助対象となり、補助金の算定方法が変更となりました。

【補助金のイメージ】
　国事業の補助対象経費（標準経費）の27％を支援します。　
[国51%・県17％・市27％]

　ただし、国事業の補助対象経費（標準経費）より実際に要
した経費（実行経費）が少ない場合は、実際に要した経費のう
ち、95%を支援します（国県市の合計）
《計算例：標準経費130万円、実行経費100万円の場合》

市の制度名 対象経費 補助率

循環型林業推進
事業

（令和５年度から）

国事業（森林環境保全
整備事業）を活用し実
施される事業のうち植
栽、下刈り、枝打ち、除
伐及び保育間伐に要す
る経費

国事業の補助対象
経費の27%
※補助対象経費が実
際に要した経費よりも少
ない場合は、計算方法
が変わります。

再造林支援事業
（今までの制度）

国事業（森林環境保全
整備事業）を活用し実
施される事業のうち植栽
に要する経費

国事業の補助対象
経費の8.5% （県義
務負担額の1/2）

市による
上乗せ補助なし 国  51％ 県  17％ 個人負担  32％

旧
制
度

植栽のみ
8.5％補助

国  51％ 県  17％

市
8.5％ 個人負担  23.5％

植栽以外
補助なし 個人負担  32％

新
制
度

植栽・保育
27％補助 国  51％ 県  17％ 市  27％

個人
負担  
5％

新
制
度

標準経費
よりも

実施経費
が低い場合

国  51％
（130万円×51％）

66.3万円

県  17％
（130万円×17％）

22.1万円

市
6.6万円

個人
負担  
5％

5万円

　是非、制度を活用した再造林・保育事業をご検討く
ださい。
【問い合わせ先】　当組合まで
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組合員資格（出資配当金の振込不明者）の確認作業を行っております。
　現在、当組合では、出資配当金の振込不明者の確認作業を行っております。
　その為、該当する組合員様にお電話もしくは、お手紙でご案内をさせていただいておりま
すのでご協力のほどよろしくお願いいたします。

　組合員資格については、原則、相続登記が完了された方をお願いしておりますが、諸般の
事情で直ちに相続登記が完了出来ない場合でも、法定相続の方であれば手続きが可能ですの
で、総務課までご連絡ください。

組合の活動

県内の高校生２名を７月26日・27日の２日間、就労体
験を受け入れました。現場体験としまして、実際に刈
払い機を使用して造林地の下刈作業やチェンソーを使
用して立木の伐倒作業等の作業を行いました。

令和４年11月30日備北地区消防組合主催の
山岳救助訓練へ参加しました

高校生のインターンシップ（就労体験）受け入れ

安全祈願祭 安全大会の実施 安全朝礼の実施
広島県立庄原実業高校

出前授業の実施

119番通報の訓練をする國光技術員

応急処置訓練の見学 防災ヘリ救助訓練の見学
下刈作業の様子 伐倒作業の様子



残暑厳しい中、御出材頂きありがとうございます。ヒ
ノキ相場は保合いで推移しました。まだまだ景気回復
の兆しが見えない中での相場形成なので相場の動きに
は今後も注意が必要。スギ材は良質材は買気のあるも
のの、それ以外は苦戦。
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樹
種 長さ 末口 価　　　　　　格

直　材 小曲材 曲　材

マ　

ツ

4.0 ３～13   8,000～15,000   7,000～10,000
4.0 14～16   9,500～   7,000～10,000
4.0 18～22   9,000～10,000   7,000～  9,000
4.0 24～28   9,500～15,000   7,000～10,000
3.0 ３～13   8,000～11,000   7,000～11,000
3.0 14～16   8,000～10,000   7,000～  8,000
3.0 18～22   8,000～10,000   7,000～  8,000
3.0 24～28   8,000～10,000   7,000～  9,000

第1408回市況速報 令和5年9月20日� 広島県森林組合連合会　三次木材共販所

樹
種 長さ 末口 価　　　　　　格

直　材 小曲材 曲　材

ヒ　

ノ　

キ

4.0 ８～13   8,000～11,000   7,000～  8,000   7,000～  7,500
4.0 14～16 16,000～21,000 13,000～18,000 10,000
4.0 18～22 18,000～19,000 17,000～18,000 14,000～15,000
4.0 24～28 17,000 16,000 14,000～15,000
3.0 ８～13   7,500～10,000   7,000～  8,000   7,000～  8,000
3.0 14～14 11,000 10,000   6,000～  7,500
3.0 16～16 20,000 16,000 11,000
3.0 18～20 17,000 16,000 11,000～12,000
3.0 22～28 13,000～15,000 12,000～13,000 10,000～11,000

ス　

ギ

4.0 ８～13   7,500～  8,000   5,000～  5,500   5,000～  5,500
4.0 14～16   9,000   6,000～  7,500   5,500～  7,500
4.0 18～22   9,500～10,000   9,000～10,000   8,000～  9,000
4.0 24～28   9,500～10,000   9,000～10,000   8,000～  9,000
3.0 ８～13   7,500   6,000～  7,000   6,000～  7,000
3.0 14～16   7,500～10,000   6,000～  7,000   6,000～  7,000
3.0 18～20 10,000   8,500   7,500
3.0 22～28 10,000   7,500   7,500

（㎥あたりの単価）



BC2020
（両手ハンドルタイプ）

￥６０，０００

￥４９，０００

￥６９，０００

森林香・防虫器

使いやすい軽量モデル！

〇チップソーを１枚サービス致します。
〇替刃を１個サービス致します。
　是非この機会に

パワー森林香パワー森林香

30巻入

排気量22.5c㎥、質量4.4kg

BCZ235Ｗ-DC
（両手ハンドルタイプ） チェンソー専用オイル

排気量21.7c㎥、質量3.8kg
メーカー希望小売価格 ￥60,500

メーカー希望小売価格 ￥74,800

メーカー希望小売価格 ￥82,500

排気量33.4c㎥、質量3.4kg
ガイドバー35c㎥（14″）

キャンペーン期間：令和 ５年11月30日まで
家庭用よりも厚く、煙の量が一層多くなり、

広い屋外での使用に最適‼
ブヨ・蚊除けに最適です。
森林香・パワー森林香専用の器具です。

携帯防虫器専用

￥１，５３０

￥１，０５０～
 ￥１，８８０

￥１，１００

￥７,０００ ￥２０,０００

￥３,２００

￥１,０２０￥４,０８０

成分：塩素酸ナトリウム50％

携帯防虫器携帯防虫器

スパイク地下足袋

（税込価格）

マウントブーツ

フレノック粒剤10（2.5㎏） ザイトロン微粒剤 ケイピンエース

○ササ・ススキ・竹等の抑制
に効果的です。

○秋・冬期に散布・吸収させ
ると翌年の抑制になります。

　竹を切った後にまくとより効
果的です。

★ごく微量の有効成分をクズの局所に施用す
ることにより、クズ全体を防除することがで
きます。

★特殊製剤（木針剤）ですから、持ち運びに便
利でかつ能率的に作業ができます。

★一年中使用でき、効果の差はありませんが、
根株の見つけやすい秋～春（冬季）に処理
するのが能率的です。

○幅広い雑草に効果があり、
特にササ・ススキ・ヨモギ
などに効果があります。

○即効性で根まで枯らし、散
布後２－３ヶ月で種まきや
定植ができます。

※ デゾレートAZは劇物ですので、お買上の際は
　 印鑑と免許証等の身分証明書が必要です。

クズ専用除草剤５㎏
葉から吸収するので朝露の
ある時に散布します。

￥７,２００

ゼノア

山林専用刈刃
（笹刃）

５０リットル用
（1000㎖）
￥２，９００

20リットル用
（400㎖）
￥９００

混合燃料は、簡単に作れます。
刈払い機・チェンソー用の混合燃料（50：1）
がこのオイルとガソリンを混ぜる事で混合燃
料が作れます。

18L￥８，４００4L￥２，８００

竹の伐採に
最適
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ご注文等ございましたら（お電話にて）お気軽にお問い合わせください。TEL0824-72-5561
ご不便をおかけする事もあるかと思いますが何卒よろしくお願い申し上げます。

長い間回覧にてご注文いただきましたが、店頭のみの申込み販売と致します。

※しいたけ等種駒・果樹苗木の取扱のお知らせ※※しいたけ等種駒・果樹苗木の取扱のお知らせ※

にく丸（森290号）

プロの生産者から初心者まで幅広く
対応する日本を代表する品種
種類：秋春出�
発生温度範囲：7℃～20℃�
栽培スケジュール� （月）

■発生最盛期　■発生期

注文期間：しいたけ・ナメコ等　11月中旬～３月中旬
　　　　　果樹・苗木　　　　　９月下旬～12月上旬

※ 注文期間外はお取り寄せできない事があり
別途送料が必要になる場合があります。


